
中和反応A
1中和のしくみ　酸と塩基が反応すると，酸の H＋

と塩基の OH－が反応して水になり，水溶液中の H＋

と OH－の濃度が減少する。そのため，酸と塩基の性質は互いに打ち消
される。このような反応を 中

ちゅう

和
わ

反
はん

応
のう

 または 中和 という。
　例えば，塩酸と水酸化ナトリウム水溶液が反応すると，次のように塩
化ナトリウム（塩

えん

）と水ができる。
 HCl＋ NaOH → NaCl＋ H2O （17）　
　この反応において，水溶液中でイオンになっているものをイオン式で
表すと，次のようになる。
 H＋＋ Cl－＋ Na＋＋ OH－ → Na＋＋ Cl－＋ H2O （17分）　

　反応の前後で，Na＋と Cl－は，変化せずにそのまま水溶液中に存在し
ているので，両辺から消去すると，次のようになる。
 H＋＋ Cl－＋ Na＋＋ OH－ → Na＋＋ Cl－＋ H2O （17分分）　
 H＋＋ OH－ → H2O （18）　
　つまり，中和反応は，酸の H＋と塩基の OH－とが結合して，水ができ
る反応ということができる。

中和反応3

●▶ p.103 ●▶図 27
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河川の中和
　群馬県の草

くさ

津
つ

町にある湯
ゆ

川
かわ

は火山の近くにあるため，鉄
てつ

釘
くぎ

を溶かしてしまう
ほど酸性が強く，魚もすめない「死の川」とよばれていた。そこで，中和反応を利
用して酸の性質を打ち消し，川をよみがえらせようという取りくみが始まった。

中和には，石灰石（炭酸カルシウムを含
む）を細かくくだいたものと水を混ぜた
石灰ミルクを用いた。現在は，河川が中
和されたため，魚もすめるようになり，
下
か

流
りゅう

に住む人も河川の水を生活に利用
できるようになった。

●▶図 A

●▶図 B

編100-中和のしくみ .ai

H2O

HCl NaOH
塩

水

NaCl

塩基酸

中和

●⬆図 27　中和のしくみ

●⬆図 28　塩酸と水酸化ナトリウム水溶液の中和（HCl＋NaOH → NaCl＋H2O）

❶ただし，NH3と HClの中
和反応（●▶ p.91（11）式）のよう
に，中和反応であっても塩
基に OH－が含まれない場
合には，水を生じない。

●⬆図Ｂ　河川の中和のようす●⬆図Ａ　湯川の水につけた鉄釘
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